



































本稿ではその論拠として、デンマーク、オーデンセ市のジョブセンターと、STU と GB ブ
ロダクションスクールにおける労働能力の見極めに関わる取り組み事例を紹介する。なお、


















出所  Odense Kommunes publikation （2016）「Odense i tal 2015」より作成 
 
表２ オーデンセ市の産業別就業者数（人） 





業種 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
農業，林業、漁業 1868 1506 1668 1583 1542
製造業、鉱業，採⽯業 7319 6991 6657 6612 7259
建設・⼟⽊業 4929 5183 5130 4924 5381
貿易、運輸業、等 24882 24811 25001 24840 25346
情報・通信 4138 4204 4340 4842 4193
⾦融業，保険業 2126 2008 1978 2006 2194
不動産・賃貸業 1626 1646 1700 1789 1730
ビジネスサービス 10699 10775 11448 11921 12397
公務、教育、健康 39150 37858 37186 37167 37922
⽂化、娯楽、その他サービス業 5081 4972 4743 4828 4985
分類されないもの 15 16 18 133 0
総数 101833 99970 99869 100645 102949













出典 2017 年 2 月 7 日ヒアリング時資料 
 
２，STU オーデンセの取り組み 
STU オーデンセは、オーデンセ市のジョブセンターの機関の一つ CSV オーデンセ(Center 
for Specialundervisning for Voksne ：成人のための特殊教育センター)により運営され
ている。CSV オーデンセは、知的や精神等の障害により就労や社会生活に困難を抱える成
人むけ訓練センターである。2,009 年から CSV オーデンセの中でも障害が軽度な若年者向
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の合意がとられた場合に、STU や CSV に進むことになる。中等教育を終了することが困難
な 16ー25 歳の若年者や特別支援教育の修了者、中等教育後の職業専門学校(ブロダクショ
ンスクール)の終了者、ケースワーカー等からの紹介といった経路で、STU に参加をする。 
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